
 
Song    “君が代・奉仕の理想” 
Guest   米山奨学生 ギミレ・アロズさん 

 
Attendance 

会員 ６１名 欠席 ９名 出席率 ８２.２５％ 

 
President Time             黒川元則 会長 

 
皆さんこんにちは。 

まずは、前回の「ありがとう名鉄ＧＨ夜間例会」では、長年
お世話になった名鉄さんへの想いを皆さんと共有できた、感
謝あふれる楽しい例会となりました。 
ご設営頂きました親睦委員会の皆さん、本当にありがとうご
ざいました。 
また先週は、地区補助金を活用した汐止姉妹クラブとの国際
奉仕プロジェクトで台湾に行ってまいりました。 
ご参加頂いた皆さん、体力もですが、胃の方も大変お疲れ様
でした。 
詳細につきましては、３月２３日の例会で栗木国際委員長よ
り、６月の国際大会ご案内を含めて報告頂きますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。 
 
さて３月に入り、少し春を感じるようになって来ました。 

春は別れと出会い、卒業の季節と言われております。 

新しい世界へ踏み出す期待と不安が入り混じる、そんな季節
であります。 
木内さんが３月２０日をもって島根へご転勤とのこと。 
大変残念ではありますが、新天地での更なるご活躍をお祈り
すると共に、後任の方の新たなご縁を大切にして行きたいと
思います。 
 
随分、昔の話しになりますが、卒業式の歌と言えば、私た

ちの頃は「仰げば尊し」や「蛍の光」が定番だったように思
います。テレビドラマ「３年Ｂ組金八先生」の影響から、今
では卒業式の歌もずいぶん変化し、多様化して来ているみた
いです。 
ちなみに、現在は１９９１年に埼玉県中学教員が作詞作曲し
た「旅立ちの日に」が卒業式で歌われる第１位だそうです。 
振り返ってみますと、私たち一人ひとりの人生にも色々な卒
業があったのではないでしょうか。 
学校の卒業はもちろん、仕事の節目、役職の交代、子供の独
立等、しいてはタバコ、酒、甘い蜜と形は違っても一区切り
を迎える瞬間があります。 

 
しかしロータリーにおいては、役を卒業することはあって

も、奉仕の心に卒業はなく、むしろ経験を重ねるごとに、挑
戦が始まっていくのがロ－タリーの醍醐味だと思います。 
気持ちを新たに、ロータリーライフを大切に歩んで参りたい
と思います。 
以上で会長あいさつとさせて頂きます。 
 

２０２６年 ３月 ２日（晴れ） 第１週 第２５３７回例会 

Today    3月23日（第２５３９回） 
  担当   栗木和夫 国際奉仕委員長 
  演題  「 国際奉仕委員会 

台北補助金事業報告 」  
 
Next Week  ４月６日（第２５４０回） 
  担当   山田朝子 プログラム委員長 
  演題   新入会員卓話 

小澤紀行 君、藤上育美 君 
 



 
Secretary Report（幹事報告）      小倉廣三 幹事 
 
1. 3月7日（土）は西尾張分区インターシティミーティ

ング（IM）です。 
会場はＡＮＡクラウンプラザホテルグランコート名古屋、
14時30分までに会場へお越しください。 

2. 次週 3月 9日(月)は分区 IMの振替による休会です。 
翌週3月16日（月）も定款第7条第1節により休会と
なり、次回例会は 3月 23日(月)国際奉仕委員会台北補
助金事業報告となりますので、お間違えなきようお願い
いたします。 

3. 2026-27 年度地区出向者の皆様へ委嘱状が届きまし
た。 
国際奉仕委員会   委員 服部竜也 君 
青少年交換委員会  委員 加藤文彦 君 
資金推進委員会   委員 武井 正 君 
米山記念奨学委員会 委員 神野恭寿 君 

4. 稲垣年度第4回準備理事会のご案内です。 
  日時：3月9日（月）18：00 
  場所：名鉄グランドホテル １１F 桂の間 
5. 黒川年度第9回定例理事会のご案内です。 
  日時 3月２日（月）17：15 
  場所 株式会社 はと屋 
 ※15時45分までに名鉄名古屋駅中央改札口にご集合下さ 
  い 

米山奨学生 ギミレ・アロズさんに奨学金贈呈 

ご投函有り難うございます 
黒川元則 会長 
  「ありがとう名鉄GH夜間例会」では親睦委員会の皆さ

んありがとうございました。 
国際奉仕プロジェクトご参加の皆さん、おつかれ様でし
た。大変有意義な事業が出来ました。感謝。 

中澤浩一 副会長 
1. 本日の卓話は新入会委員卓話です。 

堀田さんよろしくお願いします。 
2. ニコボックス委員会のみなさんお疲れ様です。 

小倉廣三 幹事 
  本日の卓話は新入会委員卓話です。 

堀田さんよろしくお願いします。 
堀田政宏 君 
  本日の卓話よろしくお願いいたします。 
竹田竜一郎 君 
  昨日は、国府宮はだか祭でした。晴天の中気温も高く、

最高に気持ちの良い祭りでした。 
石川さんの入会が延期となり、ご準備いただいた皆様、
申し訳ございません。 

栗木和夫 君 
  台湾汐沚扶掄社訪問の皆さん、お疲れ様でした。 

地区補助金で、拱北殿、桜の木補植及び環境整備・寄贈
式典無事終了。ありがとうございました。 

加藤徹 君 
  昨日、息子夫婦のとこに、女の子が産まれました。 
家田安啓 君 
  三月になりましたが、今日は、まだ寒いですね。 
水野眞 君 
  3月です。栄あたりはもう桜が開花してます。 
北野庸夫 君 
  国府宮はだか祭、参加の皆様、お疲れ様でした。 
板津和博 君 
  台湾汐沚 RCとの地区補助金事業にご参加の皆様お疲れ

様でした。テレビ局取材もあり立派な贈呈式でした。 
皆様お世話になりありがとうございました。 

加藤春視 君 
  台湾汐沚RC訪問に参加の皆様お疲れ様でした。 
神野恭寿 君 
  IM試食会参加の皆様、お疲れ様でした。 

3月7日の本番に向け、宜しくお願い致します。          
山田朝子 君 
  皆様、7日の IMよろしくお願いします。 

息子が美和中学校を今週卒業します。給食とお別れ。 
田中正博 君 
  今週土曜日は、いよいよあまRCホストで IM開催で

す。みなさまのご協力よろしくお願いします。 
北川裕士 君 
  堀田さん卓話ガンバってギャグかまして下さい。 

ウソです。まじめにまじめに！！ 
伊藤英毅 君、浅野世志雄 君、神谷智 君、石原宏亮 君 
黒野晃太郎 君、服部竜也 君、後藤裕一 君、山田広明 君 



木内友也 君 
  本日の卓話は新入会委員卓話です。 

堀田さんよろしくお願いします。 
 
 

合 計 ５６，０００円 
 
 

 
委員会・趣味の会報告  

社会奉仕委員会 加藤 徹君 
2月２日例会時に皆様よりご寄付いただきましたフード

支援につきまして、にこにこママネットワークの高阪代表
よりお礼のご連絡を頂戴いたしました。 

 
NPO法人 にこにこママネットワーク 

代表理事 高阪 美帆氏 
2/21に開催しました、「みんなの食堂もうやっこ」の

ご報告をさせていただきます。 
あまロータリークラブの皆様のご寄付のおかげで、ちらし
寿司、スープ、サラダなど充実したメニューで開催し、大
人48人、子ども18人の参加者が美味しい食事を楽しみ
ました。地域のおばあちゃん達を中心に、12人のボラン
ティアさんが運営してくれました。 
今週3/7には、フードパントリーを開催します。 

そこでも、お米やお餅など、ご寄付いただいた食品を、子
育て家庭に配布させていただきます。 
みなさんの心のこもった温かいご支援、本当にありがとう
ございました！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コーラス部 東海 広光君 
３月２日例会後 IMに向けての『コールスイーツ』の最

後の合唱練習を開催いたしました。 
先生２名、女性陣９名、男性陣１８名と総勢２９名で「サ
ライ」「時の旅人」「さくら」と当日発表する３曲を重厚感
のある大合唱で練習することができました。最初で最後の
合同総練習で配列も確認しながら当日スムースに入場しあ
まRCらしく発表できますように準備をいたしました。 
参加の皆様があまRCのことを思い頑張っていただけるこ
とに感謝でございます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 堀田政宏君 

沿革と企業理念 
HOTTA GROUP が提唱する「畜産副産物インテグレーシ

ョン」とは、命のバトンを繋ぎ切るための垂直統合体制です。
JAグループとともに、約30年前から世界に通用するブラン
ド品として国産原皮を確立させるなど、長年歩みを共にして
きました。この強固なネットワークを通じ、川上の生産現場
から川下の販売までを一貫して完結させることで、本来捨て
られるはずの副産物に新たな命を吹き込んでいます。 
 
現在では「RSS（リサイクル・システム・ソリューション）」

を推進し、人・自然・産業が持続的に調和する「都市型地域
循環型社会」の構築に努めています。畜産資源を余すところ
なく活用し、次世代へ潤い豊かな社会をつなぐことこそが、
私たちの使命です。 
 
創業は天保7年（1836年）、堀田萬兵衛によって始まりま

した。その後、昭和 2年（1927年）に堀田萬蔵によりこの
地に堀田萬蔵商店が誕生しました。昭和 33 年には東京墨田
区に丸萬商店、昭和 46 年には株式会社堀田萬蔵商店が設立
され、昭和 50 年には愛知化製事業協業組合が設立されまし
た。この時にレンダリングプラントが設置され、さらに肉粉
工場やフェザーミール工場、皮革製品の販売会社などが設立
されました。現在、ホッタグループは9社で構成されており、
グループ一丸となって業界の発展に向けて取り組んでいます。 
 
畜産副産物とは 
と畜場で解体された牛・豚などは、枝肉、原皮、内臓など

に分けられます。このうち余分な脂肪や骨を取り除いた肉以

外の部分を「畜産副産物」と呼びます。また、原皮以外の内
臓などは「畜産副生物」と総称されています。実際の計量で
は、各畜種において約50％が畜産副産物であることが分かっ
ています。 
これらの副産物は、副生物、原皮、レンダリングの専業分

野によって、それぞれの事業者が独自に、あるいは相互に関
連しながら経済活動を展開しています。 
 
畜産副産物の有効活用 
畜産資源は余すところなく活用され、さまざまな分野で有

効利用されています。油脂は食用油脂としてだけでなく、飼
料や肥料の原料として再び農家へと還元されます。また皮革
製品の原料や、石けん・塗料などの工業製品の原料としても
利用されています。 
さらに高度な技術により医療用品や化粧品原料にも姿を変

え、人々の健康と美を支えています。このように副産物を価
値ある資源へと変えることは、生産者が手塩にかけて育てた
家畜の命を尊ぶことにもつながります。 
 
畜産分野におけるレンダリング 
レンダリングとは、家畜から食用肉を除いた非食用部位に

熱を加えて処理し、油脂や肉粉などの資源を生産する工程で
す。脂肪を溶かし精製して油脂を取り出し、「絞りかす」は肉
粉として再利用されます。肉粉は動物性たんぱく質資源とし
てペットフード原料や肥料、飼料用蛋白などに利用され、再
び私たちの食生活を支える循環の中に組み込まれます。 
レンダリングは、直接食用にできない部位を価値ある資源

へ再生するリサイクル事業であり、食肉加工の裏側で国民の
安全・安心な食生活を支える重要な役割を担っています。 
 
レンダリング事業と原皮加工 
弊社では、鶏と豚の原料のみで製造する鶏・豚専用レンダ

リング工場、牛原料で製造する健康牛専用レンダリング工場、
牛特定危険部位や死亡牛を処理する死亡牛等専用レンダリン
グ工場の3つのラインで製造を行っています。鶏豚ラインと
牛ラインの製品は飼料や肥料の原料として出荷され、死亡牛
ラインのものは産業廃棄物として処理されます。 
 
また牛原皮や豚原皮は皮革原料として加工され、海外へも

出荷されています。原皮はフレッシングで脂を除去した後、
塩蔵処理を行うことで長期保存が可能となり、皮革製品の原
料として活用されています。 
 

新 入 会 員 卓 話 



まるごと資源化オペレーション 
私たちは、食肉以外の畜産副産物をすべて活用することを

基本とし、「一頭まるごと活用」するオペレーションを構築し
ています。 皮は「なめし加工」を経て皮革製品へ、脂や骨は
「レンダリング」を経て石けんや肥料・飼料、ペットフード
へと姿を変えます。  
この徹底した資源化により、暮らしに役立つ多様な製品を生
み出し、余すところなく命のバトンを次へと繋いでいます。 
長年培われた伝統工芸の技と、国産の天然素材を掛け合わせ、
地域ブランドとしての新たな付加価値を世界へ発信していま
す 
 
近年は地域産業資源としての皮革活用にも取り組んでいま

す。建築家・隈研吾氏との取組みでは、石垣市役所の市議会
室の椅子に石垣牛の革が使用されました。その後も山口市役
所ではやまぐち和牛、守山市役所では近江牛、愛知県体育館
IGアリーナではみかわ牛など、地域の和牛革を活用した取組
みが進められています。 
また、日本の和牛ブランドを活かした和牛革グローブ事業

にも取り組み、和牛原皮を活用した野球グローブの開発・販
売を実現しました。 
 
社会的なビジョン 
 最後に私たちは、命を丸ごと活かし切る「インテグレーシ
ョン（統合体制）」を50年以上にわたり磨き上げてきました。
この強固な仕組みを維持し、次世代へ繋ぐためには、情報を
高度に管理するサプライチェーンマネジメントの視点が不可
欠です。レンダリング事業を核に、環境・産業・暮らしが調
和する快適な地域づくりを推進し、持続可能な都市型地域循
環型社会の構築を目指します。 
 
この地域循環型社会への新たな挑戦として、現在注力して

いるのが「BS資材（バイオスティミュラント）」への展開で
す。畜産副産物から生まれる生物刺激剤は、植物が本来持つ
免疫力や耐性を引き出す次世代の農業資材として期待されて
います。未利用資源を最新の科学で高付加価値化し、持続可
能な農業の未来に貢献する。 
この「命を無駄にしない」哲学の深化こそが、50年の歴史を
未来へと繋ぎ、世界に誇れる畜産副産物産業の姿であると確
信しています。 

 
 
 

親睦活動委員会 

3月の誕生日のみなさん 

会員 誕生日 夫人 誕生日 

黒野 晃太郎 S17.3.29 神野 幸子 3.6 

渡辺 均 S23.3.30 山田 裕也 
（朝子） 

3.10 
鈴村與左衛門 S26.3.6 

山田広明 S42.3.7 河村 美智子 3.22 

加藤 文彦 S48.3.6 

木内 友也 S44.3.26 

敬称略 
 

 

 
祝えや いざ 君のバースデー 

いついつまでも 健やかなれ 
 

 
日  時  令和8年３月２日 月曜日 

自 １７：１５   至 １８：００ 
場  所  株式会社 はと屋 
出席者名  栗木、谷川、加藤徹、服部、川島、 

山田広明、板津、後藤裕一、稲垣、加藤春視、
鈴村、小倉、中澤、黒川 

司  会  小倉廣三 幹事 
 
１．開会の言葉  中澤浩一 副会長 
２．会長挨拶   黒川元則 会長 
３．審議事項 
イ）定例理事会承認の件 
   ⇒承 認 
ロ）行動予定表変更の件 
   ⇒承 認 
ハ）３月プログラムの件 
   ⇒承 認 
ニ）4月プログラムの件 
   ⇒承 認 
 

第９回定例理事会  議事録 



ホ）新会員 横江 久具さんの件   
    ⇒承 認 
4．協議事項 
イ）創立夜間例会開催の件 

    ⇒継続協議 
ロ）新規LINEグループ・ 

既存ＬＩＮＥグループ活用変更の件 
    ⇒継続協議 
5．報告 
イ）令和８年２月３日（火） 

新会員研修会＆懇親会実施の件 
    ⇒報 告 
ロ）令和８年２月３日（火） 

   あま市文化会館石標柱発注の件 （設置日は未定）             
    ⇒報 告 
ハ）令和８年２月３日（火） 
  ニコボックス内規変更  
クラブ戦略委員会に差し戻しの件 

    ⇒報 告 
二）後藤袈裟美さんご逝去の件 令和8年２月１２日  

    ⇒報 告 
ホ）台北補助金事業の件 令和８年２月２５日～２７日             

    ⇒報 告 
へ）新会員 石川 真伍さん入会式 令和８年３月２日             

    ⇒報 告 
※ 詳細につきましては、個別にてご確認ください。 
 
【次回の開催予定】 

日  時  令和8年4月6日（月） 
自 １８：００   至 １９：００ 

場  所  中国料理 吉珍楼 ルーセントタワー店           

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後のスケジュール（4月） 

6日 (月) 

卓話（第2540回） 
担当 山田朝子 プログラム委員長 
演題 「新入会員卓話」 
     小澤紀行 君、藤上育美 君 

13日 (月) 
地区研修・協議会報告（第2541回） 
担当 稲垣秀樹 会長エレクト 

20日 (月) 
卓話（第2542回） 
担当 加藤徹 社会奉仕委員長 
演題 クラブフォーラム 

27日 (月) 
未定（第2543回） 
担当 山田朝子 プログラム委員長 


